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今こそ賃上げ、デフレからの脱却 

すべての働く者の処遇を改善し、底上げ・底支え・格差是正を実現しよう！ 
2014春季生活闘争 産業部門別連絡会 スタート！ 

 連合北海道では、加盟産別を以下の6グループに分けて、春闘期を中心に複数回、会議体を持ち、情報

交換などをしています。今年も、2月3日のB部門を皮切りに、春闘への取組や、課題認識などの共有化をは

かり春闘相場の形成に向けて、共闘態勢を組み、月例賃金の引き上げ（成果）にこだわる闘いを進めていき

ます。 

A部門【金属・機械】 2月14日（金）～15日（土） 座長 自動車総連 岩本 
  基幹労連、自動車総連、電機連合、JAM北海道、全造船機械 

B部門【資源・化学・エネルギー】  2月3日（月） 座長 電力総連 勘川 
  電力総連、紙パ連合、全国ガス、JEC連合、ゴム連合、セラミックス連合 

C部門【流通・食品・建設・一般】  2月10日（月） 座長 UAゼンセン 森 
  UAゼンセン、フード連合、道季労、全建総連 

D部門【交通・運輸】         2月5日（水）  座長  運輸労連 紺野 
  JR総連、運輸労連、交通労連、私鉄総連、JR連合、海員組合、全自交、港運同盟、航空連合 

E部門【情報・サービス】       2月4日(火)  座長  情報労連 杉山 
  情報労連、サービス連合、NHK労連、全労金、JP労組、印刷労連、道私教協、労済労連、住宅生協職組 

F部門【官公部門】             2月28日（金） 座長 全開発 安田 
  自治労、北教組、森林労連、全開発、全農林、全水道、道国税、政労連、全財務、税関労組、道学組 

 

尚、2月4日（火） 第2回 中小・パート労働条件委員会も開催し、地域での地場中小組合の動きも含めて

産別（縦）と地域（横）との連携を密にして、共闘態勢を組んで参ります。 

  【中小・パート労働条件委員会構成メンバー】   

委員長 森副会長、副委員長 渡辺副事務局長、事務局長 永田組織労働局長 

   自治労、情報労連、UAゼンセン、電力総連、自動車総連、運輸労連、紙パ連合、基幹労連、電機連合、 

   フード連合、私鉄総連、交通労連、JAM北海道、サービス連合、全労金、石狩・渡島・胆振・上川・十勝・釧根・網走・ 

留萌・空知の各地協の各登録委員 

～有期契約で働くあなたの相談に応じます～ 

２月５日（水）～７日（金） 

１０：００～１８：００ 

ﾌﾘｰﾀﾞｲﾔﾙ ０１２０－１５４－０５２ 
   有期労働契約について、法律ではこんなルールがあります。 

期間の定めのある契約（有期労働契約）で働いている場合は原則、期間途中で解約することはできません 
契約が繰り返し更新され、期間の定めのない契約（無期労働契約）と 

同じ状態と認められる場合、安易に「雇い止め」できません 
「解雇」と同じように、 

「客観的に合理的な理由を欠き、社会通念上相当であると認められない場合」 

原則、その雇い止めは無効です。 
また、有期労働契約で働く人と無期労働契約で働く人の間で、 

期間の定めがあることを理由とした、 

不合理な労働条件の違いは法律で禁止されています（一部例外あり）     
         いずれも実際の内容によります 

 
2/3 紀伊國屋前での 

相談ダイヤルの周知街宣 


